
小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表

法人名
株式会社シェルパ

代表者 石川 洋一 法人・

事業所

の特徴

本人や家族の思いを具体的に形にしていく事で、本人らしい生活を維持する事モットー

にしている。
事業所名

小規模多機能型居宅介護

ぼやあ樹 江ケ崎町
管理者 兵頭 麻野

出席者
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計

1 人 1 人 1 人 人 4 人 1 人 1 人 5 人 人 14 人

項 目 前回の改善計画
前回の改善計画に対する取組み・結

果
意見 今回の改善計画

Ａ．事業所自己評価の

確認

都度の連絡、報告を密に行い、ご

利用者様、ご家族様が安心して利

用出来る様に努める。

体調に関わることのみで無く、

日々の状態やイベントごとの様

子等も広報や連絡帳で伝えた。

日々の様子を都度報告・連絡して

貰えるので安心。

イベントでの写真を貰えて家で

は見ない様な笑顔が見られた。

継続して連絡、報告を密に行い、

ご利用者様、ご家族様が安心して

利用出来る様に努める。

Ｂ．事業所の

しつらえ・環境

感染対策を行った上で、季節のイ

ベント、日々の生活の充実を目指

す。

季節のイベントで写真をプリン

トアウトし連絡帳等でお渡しす

る他、いつでも見られるよう施設

内に飾った。

季節毎のイベントは楽しみにし

ているので継続して行ってほし

い。

継続して感染対策を行った上で、

季節のイベント、日々の生活の充

実を目指す。

Ｃ．事業所と地域の

かかわり

普段の様子や、日々のイベントに

ついて定期的に伝えていく。

個々に合った伝え方を検討して

いく。

季節のイベント、日常の様子を連

絡帳や写真等で伝えた。

洗濯たたみや掃除を手伝ってい

ると聞いて母らしく過ごせてい

ると嬉しくなった。

普段の様子や、日々のイベントに

ついて定期的に伝えていく。

個々に合った伝え方を検討して

いく。

Ｄ．地域に出向いて

本人の暮らしを

支える取組み

地域のイベントが再開するまで

は事業所内でのイベントを充実

させ他者との交流を継続してい

く。

地域のイベントの中止が多かっ

た為、月毎の施設内イベントやラ

ジオ体操等を行った。

体力が落ちない様に配慮して頂

けてありがたい。

コロナ禍で大変だと思うが継続

してほしい。

地域のイベントが再開するまで

は事業所内でのイベントを充実

させ他者との交流を継続してい

く。

Ｅ．運営推進会議を

活かした取組み

感染状況を鑑みながら、外部の意

見や情報の取り入れ方を検討し

ていく。

継続して可能な限り外部との連

携し交流を持った。

書面開催が多いのでよく分から

ない。

感染対策を行いながら対面での

開催を行えるよう検討していく。

Ｆ．事業所の防災・災

害対策

防災計画の周知。

感染状況を見ながら事業所、地域

の防災訓練への参加を検討する。

地域、事業所共に防災訓

練が中止になった為、参

加できなかった。

防災訓練に参加したことが無い

のでよく分からない。

職員全体が避難場所、避難経路、

防災対策を周知し、ご利用者様、

ご家族様に不安が無い様に努め

る。


